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１１．病院―在宅 患者引き継ぎ状況（H２９．４調査） 

 

患者さんが入院・退院をする際、病院と在宅の支援者間で引き継ぎが行われたかを調査して

います。 ※調査期間（H２９.４.１～H２９.４.３０） 

 

〇患者入院時、病院への引き継ぎ状況 調査結果 
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〇当取り組み 及び 「病院－在宅の連携」について、関係職種からの主な意見 

※調査期間（H２９.４.１～H２９.４.３０） 

 

【患者入院時、病院への引き継ぎについて】 

 

・情報提供の判断基準がわからず迷った （ガイドブック P７） 

・入院先の病院で外来診療または訪問診療を受けており、院内で情報共有されていると考

え情報提供しなかった （ガイドブック P７） 

 

 

【退院支援・退院調整について】 

 

・早めに退院連絡をいただきたい （ガイドブック P１０） 

・看護サマリに詳細な情報を記載して欲しい （ガイドブック P１１） 

・医療用語がわからないため、わかりやすく記載して欲しい （ガイドブック P１１） 

 

【総合事業（介護予防・生活支援サービス事業）について】 

 

・介護認定前の患者について介護サービス検討のため包括へ連絡したが、退院後に訪問す

るとの方針で、来院には至らなかった （ガイドブック P１３，１４） 

 

【各病院の連携方法について】 

・病院によって連携方法が異なるため、戸惑うことがある （ガイドブックＰ２７） 

・病棟との連携は取りにくいため、入退院後の患者について病院と相談できる窓口が欲し

い 

（入院時医療連携窓口：ガイドブック P１５～） 

（退院患者に関する相談窓口：ガイドブック P２８～） 

 

【これらの取り組みにより改善した点】 

・取り組み前より介護情報や訪問看護サマリの提供が多くなったと思う。とても助かって

いる。 

・いつも親切に対応してくださり、病院スタッフの方に感謝しています。 

 

 

※これらの意見を元に退院支援ガイドブックの見直しをしました。いただいた意見への回答

はガイドブック内に記載されておりますのでご確認ください。 


